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＊奥本助教授の専門について 

 コーポレートファイナンス（企業の資金の効率的運用）が専門。 

 財務管理（ファイナンシャルマネージメント）は最近様々に変化してきて、上記の部門

も生まれてきた。アメリカでは７０年代から始まっており、実証するために資本市場で注

目した。会計情報により株価で見た。 

！大学では、会計学（財務会計）を専攻した。財務情報の有用性を実証したかった。 

教わった先生が管理会計（実証会計）を担当、奥本先生のテーマは、「会計情報に意味はあ

るのか」。 

 

＊ファイナンスの基本について 

 会計利益では無く、キャッシュフローがベース。 

 もちろん、会計利益は平準化するという意味で大事だけど、ファイナンスを中小企業で

は意外と知らない人が多い。 

 将来の不確実性というのはリスクである。もちろんリターンもあるが、これを極力減ら

していくのが情報であり、価格形成理論（デリバティブを含む）もしくは、企業経営に役

立つ財務情報分析である。 
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 ここでは、会社情報をどう活用するか。会社情報とキャッシュフローはどう違うかを学

ぶ。 

 

 日本の場合、商法でいう大会社は公開義務により決算広告している（日経新聞）。６月の

最終週に総会があり有価証券報告書（商法で決まっている）は、証券取引所や大きな書店

で１５００円ぐらいで販売されている。公認会計士の監査を受けてており、オフィシャル

な情報としては、安くて有用で重宝する。これなくて、証券投資は無謀。ＩＲ（インベス

ターズリレーション、投資家との良い関係をきづくもの）のツール。昨年から、日本も連

結決算主体の報告となった（アメリカと同様になった）。 

！人的会社(個人、合名等）はパーソナリティーで成り立ち、物的会社（株式会社）は所有

者と完全に分離する。悪い例としてダイエー。同属系を優遇（船が沈没するとき、まずネ

ズミが逃げていく）。 

 

＊歴史的観点 



 １４９４複式簿記の記述（中世、ベネチア「スンマ」この一部に簿記の記述があり、商

売の慣習から生まれた技術（ベースになっている）学問から生まれたわけではない）。著者

ルカパチオリ。簿記をそれ以前にもあった。その後、簿記は５００年も変わっていない。

現在、変わるシステムを考えようとしている。データベースを利用したものが有力候補、

しかし、複式簿記に変わるまで至っていない。だから、もっとも偉大な発明だという人が

いる。スンマには、ところどころラテン語の記述があって、古代メソポタミアのシュメー

ル人の簿記の記述があった。経済活動が生まれてから簿記はあったと考えられる。そして

スンマで簿記完成。 

 今は変革の時期、大変革時代。ガバナンスの問題、企業の発展の程度により、会計観は

変わっている。だから、歴史を話した。 

！Ｂ／Ｓで利益はわかるが、利益の源泉がわからない。そこで、損益計算書が必要になっ

た（靴屋が宝くじ。パソコンショップのお布施等）。１９２０まではＢ／Ｓが重視、戦後は

損益計算書が重視されるようになり、９５年以降再びＢ／Ｓが見直されるようになった。 

 

＊財務会計の価値 

 フォーマットをそろえる 

 

 

20010425 

＊新古典派経済学 

 企業目標は株式価値を最大化すること。企業は利潤を追求するもの。ほぼ＝資本主義。

アメリカはこれを突き詰めようとしている。ドイツ等は変わってきていて、社会関連会計

を重視するようになっている。 

 Ｇ－Ｗ－Ｇ´（げーうぇーげー、貨幣ー材料ー貨幣）、Ｇ＜＜Ｇ´ 

！現実的にはロビンソンクルーソーは無理で、バーター経済（交換経済）で成り立つ前提

で考えると、「財は限られる」＞＞稀少な価値＞＞財の配分＞＞ソ連崩壊＞＞ 

競争原理を導入（ドライだけどフィールドは自由）＞＞ 

利益を追求（勝てるフィールドを探す）＞＞適材適所に配属（アメリカはやったが日本は

十分でない）           

＊社会関連会計（メセナ、フィジカルハンディキャップ、環境会計）の台頭 

 アメリカは、競争原理を進めていっても、ディスクロージャーや規制緩和により、投資

家や、一般市民がその是非を判断してくれると考えている。 

 

＊会計基準について 

 信頼性のある財務諸表必要 

 企業の活動は、絶対的な事実。しかし、その絶対的な価値はわからないので（例、１億



円の建物。５年後の絶対的な値段はわからない。）、人為的な作業により”測定”したもの。

これが財務諸表。 

！経済学的に「レモンの市場」というのがある。たとえば、中古車市場。いいもの悪いも

の両方ある。客が逃げる。これではいけない。 

！逆にいうといくらでも変えることができる。会計処理法を変えたとき、何らかの意図が

あると思われる。 

 

＊証券取引法（戦後出来た。目的は第１条に書いてある。） 

 ＵＳのセキュリティーローズをまねたもの（非常に厳しい法律）。ある大事件があった。

第２次世界大戦だ（会社の粉飾決算によりウォール街の株価が大暴落。そして世界恐慌。

大戦へ。）。 

 

＊監査法人 

 合名会社（パートナーシップによるもの）に近い。無限責任。 

 

！ゼロ金利政策の効果が無い理由。負債が増える。財務体質が悪化。資本コストが上がる。

ＷＡＣＣ（加重平均資本コスト）が上昇する。 
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＊発生主義とキャッシュフロー 

 ファイナンスの考え方はキャッシュフローに近い。但し、会計情報は、それはそれで有

効。 

 

＊簿記 

 会計学の記録と集計の技術 

 記録のシステムと集計のシステムをごっちゃにするからわからなくなる（これは、期中

の話か、期末の話かということ） 

 

＊記録のシステムは３つ 

 １、記録の場所を「勘定」という（Ｔ字に借方、貸方がある。） 

 ２、反対記入による減算（足し算がベースになっている。同じ段で直接控除しない） 

 ３、複式記入（同じ金額を２度記入する。取引の原因と結果を同時に示すシステム。 

！複式記入にはメリットとデメリットあり（例えば２面性しか表せない面。先物オプショ

ンでは記録できない。プットオプション？、ヘッジャ－？（比較的安全）とスペキュレー

ター（危険）） 



 

＊分類 

 資産：計上できるもの。ブランド・組織力は計上出来ない。（合併の場合はのれんとして

出来る） 

 負債：資産に対するマイナス要素。義務 

 資本：簿記的には資産から負債を引いた額 

 資本等式：資産－負債＝資本 

（つまり資産＝負債＋資本。これを勘定で表すと、貸借対照表になる。？設備産業と装置

産業） 

！福銀は貸付金減っている２０億。有価証券（国債）増えている２０億。福銀のクライア

ント（社長）たちに講演した。日本はコミュニケーションを密にすることにより右肩上が

りの成長を続けた。ＭＩＴでそれを分析したがＵＳでは真似できないと結論。それをコン

ピューターで代替することに成功。日本は、収益性悪化。バブル崩壊。経営システムの問

題でもあった。製造業の皆さん頑張ってくださいと話した。     

！今後バンクは、経営コンサルティングが出来ないと貸せない。（昔は担保価値だけでよか

った） 

 

＊貸借対照表（簿記の出発点。ここからはじまる。） 

 ある時点における資産・負債・資本の状況（財政状況という）を表す。借方の資産が、

貸方の負債と資本とによってどのように調達されたかが対比される。 

 貸借対照表は、期中の取引によって変動する。取引開始後、貸借対照表は締め切られて

いるので、まず、貸借対照表の各項目を独立の勘定科目として分解することが、期中取引

の複式簿記記入の出発点となる。 

！期中の経営の中身を知らしめるために複式簿記には意味がある。実在しないものも記録

できるようになっている。そして損益計算書が登場・・活動がわかる。 

 

＊取引 

 資産負債資本の増減をもたらす活動もしくは事象・・記録されるべき企業の活動 

！災害は取引になる。・・一般的な感覚とは異なる。工事契約の締結は取引ではない。 

 

＊期末資本ー期首資本＝純利益（純損失）：利益算定に関する財産法 
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＊会計処理の流れ 

 ＄測定＞＞記録＞＞集計＞＞＄報告  ＄印 会計学で行う部分 



                                   無印 簿記で行う部分 

 

＊損益計算書 

 費用：当初の元手を減少させる取引要素”資本の期中減少”・・使った事実、努力 

 収益：当初の元手を増加させる取引要素”資本の期中増加”・・成果 

！費用・収益＝名目勘定＜＜＞＞実在勘定（資産、負債、資本のこと） 

  純利益：収益額が費用額を超えている金額 

 収益－費用＝純利益（純損失）： 利益算定に関する損益法 

 費用＋純利益＝収益 

 

   勘定式            ＜＜＞＞    報告式（情報力が違う、各利益段階の金額が重要） 

                       ！経済産業省の平均粗利率等により比較可 

  －－－－－－－－－－            －－－－－－－－－－－－ 

     費用    /                        売上高 

    －－－－ /    収益                売上原価（製造活動、仕入活動等） 

     純利益  /                        －－－－－－－－－－ 

             /                        売上総利益（粗利） 

 

                                     営業費用 

                                      広告宣伝費用等 

                                      －－－－－－－－－－ 

                                      営業利益 

 

！損益計算書は、営業活動の中身を表す。 

！現在、貸借対照表の価値等が曖昧であり（＜＜＞＞時価会計）、その点で損益計算書は重

要性がある。 

 

＊損益計算書 

 一会計期間における経営努力とその成果を明らかにするもの 

 意義：二時点の資本の比較による財産法によっても期間利益は算定されるが、どれがど

のような活動によって生み出されたかは、明らかにされていない。損益計算書では、企業

努力を示す費用とその成果なる収益とが対比によって算定され、企業の業績をより適切に

明らかにすることが出来る。 

！費用は、資本の減少要因だから借方に、収益は、資本の増加要因だから貸方に書く。 

 

＊勘定記入のルール 



 世界共通のフォーマット 

 

   資産   ：最初の有高、増加Ｔ減少 

  負債・資本：減少      Ｔ最初の有高、増加 

    費用   ：発生          Ｔ（取消） 

  収益     ：（取消）         Ｔ実現 

 

！テキストに必ず書かれているが、あまり意味のないもの。 

  借方記入要素 と 貸方記入要素 による取引パターン 

     資産の増加        資産の減少 

      負債の減少    負債の増加 

      資本              資本の増加 

      費用の増加        収益の実現 

！試験対策としては、どんな勘定（許容勘定科目）があるのかをしることが合格への近道 

！ソニーや松下は、独自の勘定科目がある。科目名そのものにはあまり意味ない。 

！簿記を覚える一番良いと思われる方法は、american metyhod。ＢＧをやらせながら覚え

させる。 

 

＊期中取引の処理 

 各勘定は大切だが、時系列の取引がわからない。そのためデータベース化する必要があ

った。 

 １、仕訳（メインではない） 

 ある取引においてどの勘定の借方にいくら記入し、どの勘定の貸方にいくら記入するか

を区分けすること（借方要素と貸方要素の分析） 

 ２、転記 

 仕訳に基づいて実際に各勘定の借方と貸方に記入する作業 

！実際は、総勘定元帳の他に補助記入帳（現金出納帳等）がある。しかし、これらの帳簿

はものすごくシンプル。合理的。５００年前から実務的に利用された洗練されたもの。 

 

＊集計システムについて 

 １、試算表（trial balance、第１段階としてまず、記帳がまちがっていないか検証する） 

  目的：期中取引について、借方貸方の複式記入による処理が正しく行われたかどうかを

確認する。 

 

 ２、合計試算表 

 各勘定についてその借方側の合計額と貸方側の合計額を集めたもの。 



（右と左の合計はあっているはず。”複式簿記の自動検証機能””貸借平均の原理”） 

 

！ジュニア・アチーブメント（＊・パッカード）を BGとして学生にやらせるつもり。シテ

ィバンクの役員?が日本の会社は甘いといった。面接で志望動機を聞くとか会社で何をした

いか等を聞くの可笑しい。あなたは会社で何をしてくれますか。これが、今日社員に求め

られるべきこと。 
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！複式簿記がなかったら、今日の株式会社の発展は無かった（世界的に言われていること）。 

 

 ３、残高試算表 

 合計試算表において各勘定の残高を算出したもの。 

 検証機能 

  合計試算表の借方合計額と貸方合計額が一致しているかどうかによって期中処理の正

確性を検討することが出来る。”貸借のバランスを保ったままの誤りについては、合計試算

表でも検証出来ない”(貸借を２回記入、記入すべき勘定科目を間違える etc）。だから、

実地棚卸の必要性あり。また、仕入のデッドストックなども、B/S ではわからない（発生

主義・取得原価主義の問題）。しかし、Finance の考え方では、cash flow によりわかる。 

！キャベツの例 

 1/4 が５０円、1/2 が７８円、１が１２８円として、１個買いが割安だとして１２８円出

して買ったとする（cash out flow)。この割安は、１個使い切るという前提で成り立つ。

将来が安定し、見通しが立つならこれで良いが実際は、将来の見通しは難しい。収益性は

cash flow ベースで考えていかなければならない。 

 

！US は無額面株式。日本の商法の場合、額面を超える部分は資本として扱う。利益は通常

営業活動じゃないといけない。 

 

 ３、精算表（試算表に過ぎない） 

 残高試算表を分解することによって貸借対照表と損益計算書が作成される。＄これらの

処理のための表が精算表である。（複式簿記は発生主義に基づいているので、修正記入も必

要になる。決算本手続の前に概観しておくもの） 

 

 試算表の分解 

  資産/負債        ＞＞ B/S      資産/負債 

    /資本（期首資本） ＞               /期首資本｝期末資本 



  費用/収益      {                /純利益 ｝期末資本 

                           ＞ 

                ＞＞ I/S         費用/収益 

                         純利益/ 

 

＊配列について 

 資産負債：流動性配列法。ワンイヤールール。正常営業循環基準（normal operating ? ?） 

 資本金：商法によると拘束力の強い順に。 

 収益・費用：本業に近い順に並ぶ。 

 

＊勘定の締切（これを知って初めて簿記がわかる） 

 勘定処理を通じて期間損益を計算し、資産・負債・資本の期末残高をまとめることが正

規の決算手続きとなる（”決算本手続”）。ここまでが簿記一巡である。 

 

！株式買取機構について 

 デフレスパイラル防止策 

 銀行｛保有株式の下落＞＞含み損＞＞表面化（時価会計制度）＞＞損失計上 

   ｛不良債権＞＞償却、損失計上（bis 規制）＞＞ 

        ＞＞持ち合い株売却＞＞株価下落＞＞買取機構で株価維持するのがねら

い。 
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！複式簿記は期間損益の報告目的だから、企業としてみれば、プロジェクト毎に見てマネ

ージメントしていく必要がある。そこで、キャッシュフローが登場する。 

 

＊勘定の締切（基本的な考え方） 

 借方合計額と貸方合計額とが一致している場合。 

 例図 ――――――― 

         100 /   90 

         200 /  310 

         100 /  ／ 

        ――  / ――  ＞＞＞合計線（例外もあり。貸借対照表では引き算の場合） 

     400 /  400 

       ＝＝＝  ＝＝＝ ＞＞＞締切線 

 借方合計額と貸方合計額が一致していない場合（”残高がある場合”） 



  残高額を貸借いずれか少ない方に記入し貸借を一致させて締め切る。 

  例図略 

  X 勘定の借方残高＊＊＊を貸方に記入 

 複式記入のルールによれば、貸方記入は必ず借方記入を伴うはず。 

 X 勘定の貸方に＊＊＊を記入するとともに、他の勘定（仮にＳ勘定）を創設し、この借

方に＊＊＊を記入する。  

  つまり、Ｘ勘定の借方残高＊＊＊がＳ勘定の借方に振替えたことになる。 

 ”勘定の締切＝＄各勘定の残高を他の勘定に振替えること。” 

 

＊勘定の締切手順（英米式と大陸式（ドイツ）式有り） 

 １収益と費用に属する勘定を締め切りながら各勘定の残高を”損益”勘定に集約する。

（そのつど仕訳も必要）（名目勘定は実在しないので０にするともいえる）（これが損益計

算書になる） 

 ２損益勘定を締切ながら資本金勘定に振替える。 

 例図   現金 

      ――――――――― 

          1000 /次期繰越 1000 

       ＝＝＝ /  ＝＝＝ 

 前期繰越 1000/ 

 

 ３資産・負債・資本に属する勘定を締切る 

（現金勘定等は、振替えても０にはならないので、振替える必要はないと考えるのが英米

式。そのため、複式記入のルールがくずれるが、元々複式簿記は名目勘定の増減を把握す

ることが目的だったのだから、名目勘定さえ守っていればよいという考え） 

（大陸式はすべて残高勘定に振替て（これが、貸借対照表）資産負債資本にわけ、左右の

合計が合っているか確かめられる＜＜＞＞英米式は確かめが出来ないので、繰越試算表（残

高試算表と同じ）を作る）。ここまでが、簿記一巡。 

 

！勘定の締切は、総勘定元帳の区切りであり、次年度の帳簿の準備でもある。 

 

！企業は、going concern だから期間を区切って報告するのが複式簿記。 

 cash flow の創出能力を分析していかなければならない。会計利益を知るうえで見破る

能力が必要。 
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 以下からは、「企業分析入門」による講義となる。 

 再来週から各自発表。まとめ＞＞報告＞＞トピック＞＞４部コピー 

 

＊＊＊chapter1 企業の経営分析（レジュメの補足資料）＊＊＊ 

 この本は、ＣＦＡの受験講座等で利用されているもので、経営戦略分析（１５ｐ）であ

れば、アンゾフやポーター等はおおよそ知っていることが前提となっている（読みきれば

経営分析等に非常に役に立つ）。 

 経営環境、現在は変化が早くて、難しくなっている。経営のリーダーがシェアを一気に

奪われるような時代になってきた。 

！バーンズ＆ノーブル（ＵＳの本屋）巨人と言われていいたが、アマゾンが２・３年でシ

ェアを奪ってしまった。 

 

＊経営戦略分析（これが一番難しく、重要） 

 コアコンピタンスは何か。自分たちのビジョン（顧客指向）に基づいてこれを立てない

と生き残れないといわれている。コア（の継続性）を知ることが必要。必要に応じて新規

事業に先行投資。 

 事業リスクはいたるところにある。イノベーションもそのひとつ（パソコンから携帯へ。

ＣＯ2 の規制。）。如何に経営戦略を切り替えるか（変化させるか）。 

！ＩＢＭとＤＥＣの時代、ＤＥＣはスーパーコンピューターの経営戦略を捨て切れなかっ

た（後にコンパックが買収）。 

！マイクロソフトは変貌する（イをンターネットへ、さらに e コマース（中古車、旅行）

へ）。 

！e－ビジネスと e－コマース（ネット販売）とは意味合いが少し違う。物を単純に選べる

ようになった。価格 or 品質 or サービス等はっきりした理由で選択する。 

！ゼビオは、変革の時期にきている（まだ紳士服の成功に固執している）。 

 ＮＴＴドコモが欧米の企業買収。これが適切な戦略だったのかどうか将来性を展望しな

がら分析することが経営戦略分析。 

 

”財務諸表を利用した企業分析のフレームワーク”より 

 財務諸表（financial statement F/S）：historical＆carrent なため、将来を予測する

難しさあり。どような要因があったのか重要。 

（資金運用表（ＵＳでは必要）は中小企業診断士を目指すなら、自分でつくる必要がある。

ＩＲはちゃんとやれないと海外で相手にならない。Ｍ＆Ａ対策は過小評価の場合必要なも

の。信用リスクはデフォルトリスク） 

 

＊経営戦略分析 



 経営環境（マクロ・セミマクロな産業情報）を基にした分析 

 

＊会計分析 

 会計政策（accounting policy)：政策は間違いでは無い。会計戦略ともいう。 

 ”注記”を見るのが会計政策を評価するポイント。見かけ上の数字に誤魔化されないこ

と 

！先入先出か後入先出しかによって会計処理が変えられてしまう。だからどのような処理

をしたか実態を見ていかないといけない。 

 

＊財務（諸表の）分析 

 経営戦略は会計戦略に影響を与える（ただし日本の場合、会計ビッグバンにより時価情

報、年金債務開示等の透明性が求められてきたため、金融機関では逆のパターンがある）。 

 会計システムは発生主義なので利益の質を知ることが大切 

 統一会計基準の問題点 

  現金販売のみを利益とするときの、クレジット販売会社。建設業界でビル 5 年工事で、

完成しないと売上が認められない場合。先入先出とするときの食料品店等。 

 報告期間のタイミング：季節性（ビール業界、！同じ１０億でも季節的に評価が変わる）。

循環性（建設業界）。US は４半期毎に決算。 

！US には証券アナリストの評価番付もある。 

 

 財務比率分析 

  収益性と安全性を見るのが目的 

 収益性の分析 

  売上高利益率（もちろん売上高の質を知らないといけない。） 

  資本利益率＝１売上高利益率×２資本回転率（さらに分割可能） 

  １９２０デュポン考案。資本利益率をあげるためには、１か２のどちらかをあげてや

れば良い（付加価値を高めるのか、薄利多売でいくのか）。同じ１０％でも１が貢献してい

るのか、２なのかと分析することも出来る。 
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＊「企業分析入門」の原著について 

 1999 に第 2版が出されており、かなり変わってきた。もともと、この本の売りはケース

スタディーだが、第一版では、conpaq と DEC と apple を対照的に例示したが、第 2 版では、

conpaq と IBM と apple に変わった。また、企業運営における全体ビジョンの必要性や社会

貢献度についても強くなってきた。 



 会計には、機会コストの概念が無い。 

 100 万円を活用するプロジェクトをするとき、Ａ案とＢ案があり、Ａ案を採用したとす

ると、Ｂ案は機会原価(oppotunity cost)という。また、安全利子率が５％だったとすると、

Ａ案は５％＋risk premium(要求資本コスト)が無いといけない（リスクがあるため）。これ

が、finance の考え方。 

！Ａ社（リスキーな石油掘削会社）＝純利益／自己資本＝５％（ＲＯＥ）＞＞ 

 Ｂ社（一般的な小売業）    ＝純利益／自己資本＝５％（ＲＯＥ）＞＞会計的には

同じだが、実は違う。Ｆ／Ｓにはリスクの考え方が無いのだ。 

！元本＋＄資本コスト。＄は、社債の場合、支払利息×（１－税率）しかかからないが、

株主の場合、市場での価値上昇が要求される。例えば、リスキーな事業に手を出し、100

円が 80 円になったすると、要求資本コストが高くなる。タックスシェルター？ 

！バブル時は、エクイティーファイナンスであり、経営者は、あたかも要求資本コストが

ゼロと錯覚していた。配当にも問題あり。今は、資本コストを上回る投資機会が見つけら

れないでいる。 

 これらの点がわかっていないと、この本を読みきれない。会計の知識だけでは理解され

ない。 

 

＊収益性 

 何をもって収益性というか。資本利益率が適切（ｐ９）。日本企業は、売上高利益率（マ

ージン）をあげることは難しくなっており、資本回転率をあげるため、資本を圧縮して利

益を上げようとしている。 

 ＲＯＥ＝($利益／売上高（マージン率）)＊($$売上高／総資本)＊($$$総資本／自己資本)。

$は apple。$$は conpaq。DEC は両方を目指した。$$$はレバレッジの考え方。これは、同

業でも違う数値になる。 

 原価を下げるのはギリギリとところにきている（原価率、営業費率）。裁量不可能。しか

し、広告宣伝費や研究開発は裁量可能費である。しかし、いたずらに落としていいのかは

難しい。裁量可能費を見ると、企業のやる気や将来性がわかる。 

！製薬会社はゲノム busines に巨額費用（採算性に疑問視もあるため）をかけるか否か岐

路に立っている。 

！ファイナンスの世界では、一物一価の法則で、マーケティングの考え方とは違う。マー

ケティング（広告宣伝）は効果が無いと考えられる。 

！ウォール街で 100 ㌦札が落ちていた。ファイナンス論者は拾わない（あり得ない、偽札

かいたずら）。マーケティング論者は拾う（儲ける機会はどこにでもある）。Finance では、

無リスクで利益をあげる機会（裁定機会）は無いと考え、マーケティングでは、あり得る

と考える。広告費の効果はわからないが重要。日本企業（特に化粧品産業）は広告費にお

金をかける。 



 

＊支払能力 

 財務諸表上、利益額はいくらでも変わる（FIFO 先入先出・LIFO 後入先出で売上）。しか

し、CFは変えられない。流動性分析重要。海外では、200%、日本では 130%以上が必要を言

われている（ｐ１０）。だから、売上を伸ばしても倒産する場合がある（吉野家）。成長期

が危ない。運転資金と設備資金を混同にしてしまった（現在の吉野家はやらない。安易な

安売りもしない）。 

 短期支払能力の安全性分析（流動比率（棚卸資産が問題になる）と当座比率）。高ければ

高いほど良いものではない。現預金回転率が悪くなる。 

！会津鉄道（３セク）には、資本コストの概念が無く、短期支払能力が以上に高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

      


